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　わたしたち 茨城に障害のある人の権利条例をつくる会は、2011年より茨城県内の障害当事者、その家族、障害者団体およびその支援者により茨城県に障害者権利条例を制定し、障害のあるなしに関わらず共に生きていける茨城県を目指し活動してきました。茨城県議会平成２６年第１回定例会では全会一致で「障害のある人もない人も共に歩み幸せに暮らすための茨城県づくり条例」が可決成立され、本年4月よりわたしたちの念願であった条例が施行されました。
　この条例は、「国際連合総会において採択された障害者の権利に関する条約の趣旨を踏まえ,障害のある人と障害のない人が対等な権利を有していることを再確認」し、「誰もが安心して楽しく暮らすことができ,共に夢や幸せを追求できる真に平等な社会を実現することを決意し」制定されました。この度の教育委員の発言は、多くの県民が望み、県議会により全会一致で可決成立したこの条例の趣旨に大きく外れるもので､当会をはじめ多くの県民を大変失望させるものです。
　わたしたちは二度とこのような発言がないよう以下の通り要望します。
1、 茨城県庁全職員に対して、国連の障害者権利条約および「障害のある人もない人も共に歩み幸せに暮らすための茨城県づくり条例」について理解できるよう研修をして下さい。
2、 このような発言は、障害についての理解不足が原因と考えます。障害についての理解は子供の頃から始める必要があると考えます。茨城県内にある公立学校での障害について理解および「障害のある人もない人も共に歩み幸せに暮らすための茨城県づくり条例」について理解するための授業をおこなって下さい。
